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　企業の海外進出の進展に伴い、「グローバル人材」の
育成が求められるようになり、約10年が経ちました。し
かし、一般には、英語が堪能で海外経験豊かな人という
矮小化されたグローバル人材像が流通しています。大学
教育においても、英語を中心に語学教育の強化および留
学等の海外体験の促進をもってグローバル人材養成策と
する傾向があります。学生たちも、グローバル人材＝英
語力＝TOEICで何点取ればよいか？ と短絡的に考えが
ちです。
　では、海外で、または外国人との協業で必要となる要
件とはどのようなもので、大学教育において取るべき育
成策はどのようなことなのでしょうか。高大センターで
は、過去5年に渡り海外駐在員へのインタビュー調査を
続け、グローバル人材要件の特定と育成策の整理に努め
てきました。今回はその取り纏め報告になります。

グローバル人材の要件の核心は 
英語力ではない
　企業の駐在員を中心に19か国、104名にインタビュー
調査した結果をまとめたものが図1です。日本人が海外

に駐在する際、または外国人と協業する際、ビジネス上
の共通言語として英語が必要です。 ただし、 語学力は
ツールに過ぎません。語るべきコンテンツを作るのは担
当業務に関する知識・経験と、論理的思考力と発信力、
調整力であり、異文化の相手と協業する上で信頼関係を
構築する力が伴わなければ難しいのです。それら一連の
活動を支えるのが異文化環境に適応し主体的に行動する
ための資質群と、幅広い知識や教養です。
　これが海外経験のある社会人へのインタビューから立
ち現れた「肌感覚」 のグローバル人材要件であり、 グ
ローバルに活躍するためにカギを握る要件は、語学力以
外のところにあります。

主体的な異文化適応の資質と 
論理的思考力の強化を
　外国語は語学として学ぶことが可能であり、中学・高
校レベルの基礎力があれば、あとは場数を踏むことで意
思疎通が図れるようになります。一方、グローバル人材
の土台を成す異文化に主体的に適応するための資質群
は、教室で知識として学ぶだけで身につくものでもあり

大学教育の質保証 ④

グローバルに活躍できる人材の育成をめざして
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海外で働く社会人から学生へのメッセージ

実践の訓練を
• 大学は知識のインプット多いが、どう実践
するかも重要。発信しないと評価されない

• 留学を含め、海外に触れる経験を。視野を
拡げると自分に足りない部分が見えたり、
日本という国に興味を持ったり、身をもっ
て日本のよさがわかるようになる

• 留学は時間も費用もかかる。留学生を活用
して学内で異文化に接する機会を

英語に関して
• 英語は社会人になってからできる。730点
クラスの基礎力があればよい

• 英語でアウトプットする訓練を
• 英語はあくまでツールにすぎない。そこを
学生に理解させ、英語学習だけで満足させ
ない配慮が必要

主体的学びと論理的思考力を養え
• 主体的にものごとを考えることが何かを極
めるためには大事

• ロジカルに考えて体系的に組み立てる学問
のアプローチは仕事の課題解決も同じ

• 日本語で論理的に考え文章を構成する力、
さらに言葉にして発信する力。日本語でそ
れができれば、外国語でもできる

教養を身に付けよ
• ものごとを判断する際に指針、バックボー
ンになる価値基準、哲学を

• 日本の文化、歴史、日本のよい点･悪い点
など。自分のアイデンティティを理解し、
自分のことばで語れるように

• 理系は歴史、マネージメント等の知識、文
系も科学の基礎は知っているべき

アウトプットの訓練を
• 知識のインプットだけでなく、知識を活用
する訓練

• 双方向性の授業、グループディスカッショ
ン等で多様な考えに触れる。さらに留学生
と協働しアウトプットを出す機会

• 教員の質の向上を。研究と教育という大学
教員の二面性の課題をどうするか︖

• ただし大学は学問の場。専門学校でも就職
予備校もない、そのことは踏まえて

実社会との接点を
• 専攻する学問と社会との係わり、実社会で
どう活用されているかを意識させる

• 海外経験のある社会人の声を直に聞く授業
を。関心が持てれば、この科目をとると主
体的に考えられる

大学教育全般への期待︓
グローバル化が当たり前の時代、状況の変化に適応して生きる/社会に貢献する術を身につけさせる教育を
専門と共にベースとなる学力（主体的な学びの姿勢、論理的思考力、課題解決力）を伸ばす教育を
教養教育の強化を（教養に基づく自己の相対化は、宗教から価値基準･行動規範を形成しにくい日本人にとって重要）
実践的な能力（発信力、異文化適応力）の強化を
教育の質の向上を（時流におもねてコンビニ的教育をする必要はないが、学生が知識を活用できるようにする工夫が必要）

実践的な能力 容内･法方業授力学るなとスーベ

自分には関係ないと思わない
で。海外に出ることだけがグ
ローバル化ではない

自分を試す･海外で飛躍とい
う自分からの発想ではダメ。
自分がいかに貢献できるかだ

これからは得意分野だけでは
なく、状況に応じて適応、イ
ンテグレートしていく時代

人生100年時代を迎え、定年
年齢は70歳。50年近く働く
職業人人生を豊かにしよう

図1：グローバル人材要件：資質と知識 ･教養＋業務の知識 ･経験 ･スキル＋語学
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ません。学生個々人の学業および大学内/外の活動を通
じて、さまざまな体験が経験化されてゆっくり培われる
ものです。一朝一夕には身につかないものだからこそ、
教育する側として厄介なテーマでもあります。
　では、 異文化に主体的に適応するための資質をはじ
め、論理的思考力などのジェネリック・スキルを鍛える
ために、我々大学人はどうすればよいのでしょう。留学
など海外体験は、国内外を問わず多文化社会で共生する
意味を考える上で学生たちに貴重な機会となります。し
かし、留学時期・期間や費用、必要な語学力などがネッ
クとなり留学を躊躇する学生が少なからずいます。
　功罪は置くとして、少子高齢化に伴い国内における海
外人材の活用も進んでいます。学生の内向き志向が課題
視される昨今ですが、外国人との付き合いを真剣に考え
なければならない時期に来ています。異文化理解の科目
や留学生との交流など、海外に学生を送り出す前に、学
内ですべきこと、できることもあるはずです。
　インタビュー調査では、海外で活躍できる人材を育成
するために大学教育に何を求めるか、海外駐在体験に基
づく意見を求めました。図２は、その結果をまとめたも
のです。その中に新奇なものは見当たりません。すべて
古くて新しい課題ばかりです。
　異文化に主体的に適応するための資質や、課題へのア
プローチ方法としての論理的・批判的思考力、他者と議
論しよりよい解を導く発信・調整力は、国内を含め多文

化環境が拡大し、想定外のことが常に起きうる現代社会
をよりよく生き、かつ社会に貢献するための教養知、実
践知と言えます。
　これらは、キャリア教育等の特定科目や、留学等の海
外体験のみで養成できるものではありません。各専門課
程、 各科目での学問研究の掘り下げ、 卒論研究やゼミ
ナールでの切磋琢磨など、 大学本来の学問探求を通じ
て、《地道に》培う能力ではないでしょうか。

　なお、本件の詳細な報告書は下記より公開しています
（本学関係者のみ）。ぜひご一読ください。

サイボウズのファイル管理を開く
高大接続・全学教育推進センター ＞ 産業界ニーズ調査 ＞  
グローバル人材調査と順に開く

　グローバル人材要件の詳細については、下記の拙論を
ご参照ください。

市村光之. (2018). 海外で活躍する「グローバル人材」
に求められる要件の構造
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市村光之. (2019). 海外で活躍する「グローバル人材」
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図2：グローバル人材を育成するために大学教育に求められること




